

































      備考  ① 論 文要 旨は， 2 , 000 字程度 とする。 



























ストン核蛋白の主要成分として知られ，新たな起炎性因子である HMGB1 (high 
mobility group box 1) の LPS 刺激による核内から細胞外への移行に関して，レボシ
メンダン投与は強く抑制した． 
 
 〔総括〕 
 レボシメンダンは，HMGB1の核内から細胞外への移行を抑制する機構により，抗
炎症作用を発揮していた．このレボシメンダンが有する抗炎症効果と強心作用とい
う薬理学的特性は，敗血症患者に認められる心機能不全を改善する上で臨床的に大
きく貢献するであろうことが結論された． 
 
 
